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酋
》
牡
寺
髄
信
料
総
永
代
経
法
要

新
緑
香
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
亡
き
方
々
の
ご
恩
と
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
朗
ら
か

な
仏
さ
ま
の
お
心
を
共
々
に
ご
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

五
月
十
九
日
(
日
)
|

法
要
(
於
本
堂
)

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』

引
き
続
き
ご
法
話

世
田
谷
組
正
法
寺
住
職

白
川
浮
敬
岬

誉

拳ー

轟幽

十
二
時
半

お
斎
(
昼
食
)

(
於
法
輪
会
館
)

一
時
半
第
二
都

歌
っ
て
み
よ
う
仏
教
讃
歌

終
了
後
、
茶
話
会

軒

麒

・
鼻
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定
例
法
座
傭
一
H

◎
五
月
十
一
日
(
土
)
午
後
一
一
時～
四
時

於

善

巧

寺

法

輪
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「
み
ん
な
ほ
と
け
の
子
」

お
葬
式
の
相
談
を
受
け
る
と
よ
く
戒
名

は

お

い

く

ら

で

す

か

ヮ

と

尋

ね

ら

れ

る

こ

と
が
あ
り
ま
す
。
本
来
戒
名
と
は
、
仏
弟
子

と
な
る
際
、
こ
れ
か
ら
戒
(
生
き
物
を
殺
さ

な
い
、
嘘
を
つ
か
な
い
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

等
)
を
保
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
、
と
い
う

決
意
表
明
で
あ
り
、
お
師
匠
さ
ま
か
ら
授
か

る
も
の
で
す
。
さ
て
、
我
ら
が
親
鸞
聖
人
の

報

御
一
流
で
は
、
戒
名
で
は
な
く
「
法
名
」
と

寺

言

い

ま

す

。

「

必

ず

お

浄

土

に

迎

え

と

る

か

ら
心
配
ご
無
用
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
大
慈

巧

悲
を
共
に
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
安
心
の

番

日

々

を

送

る

メ

ン

バ

I

と

し

て

の

名

前

が

「
法
名
」
で
あ
り
、
ご
門
主
さ
ま
よ
り
名
付

け
て
頂
き
ま
す
。
ほ
と
け
の
子
と
し
て
四
海

兄
弟
み
な
平
等
と
、
親
鸞
聖
人
を
倣
い
釈
尊

月

の
弟
子
と
い
う
意
味
で
「
釈
○
○
」
と
い
う

ご
法
名
を
頂
き
ま
す
。

み
ほ
と
け
会
月
例
会

秦
令
春
日
部
だ
よ
り
秦
秦

◎
六
月
一
一
日
(
日
)
午
後
一
時
開
場

一
時
半
～
二
時
半

(
新
宿
西
口
口
団
出
口
よ
り
出
て
、
道
路
を
渡

り

一

階

が

セ

ブ

ン

イ

レ

ブ

ン

の

茶

色

い

ビ

ル

ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
B
館
]
o
轟
号
室
が
会
場
で
す
。

左
手
入
口
か
ら
入
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
三
階
に

上
が
っ
て
く
だ
さ
い
)

会
費
五
○
○
円

『
超
か
ん
た
ん
!
十
七
条
憲
法
』

親
鸞
盟
人
も
尊
敬
さ
れ
た
蜃
徳
太
子
が

製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
十
七
条
憲
法
』
。

仏
教
儒
教
道
教
の
思
想
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
和
を
以
て
尊
し
と
成
し
」
と

言

う

冒

頭

の

フ

レ

ー

ズ

は

誰

し

も

ご

存

知

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
国
家
と
し
て
の
憲
法
と

は
違
い
、
官
憲
向
け
の
規
範
で
あ
る
『
十
七

条
憲
法
』
で
す
が
、
現
代
の
私
た
ち
に
も
通

用
す
る
問
題
解
決
法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
は
自
己
主
張
を
一

歩
退
い
て
『
十
七
条
憲
法
』
を
開
い
て
み
て

は
い
か
か
で
し
ょ
う
?

⑬
大
雨
が
降
る
と
よ
く
東
京
の
方
に
、
お
寺

の
裏
の
川
は
大
丈
夫
で
す
か
?
と
ご
心
配

頂
き
ま
す
が
、
善
巧
寺
の
裏
手
に
あ
る
川
は

正
式
に
は
「
大
落
古
利
根
川
(
お
お
お
と
し

ふ
る
と
ね
が
わ
)
」
と
言
い
ま
す
。
江
戸
時

代
以
前
の
利
根
川
旧
流
で
、
大
落
と
言
う
の

は
農
業
廃
水
を
落
と
す
排
水
路
と
い
う
意

味
。
で
す
の
て
、
田
植
え
時
の
今
は
下
流
の

水
門
が
閉
じ
ら
れ
、
水
面
が
高
く
な
り
ま
す
。

大
雨
時
に
は
水
門
が
開
き
「
大
落
と
し
」
ま

す
の
で
、
ご
心
配
な
く
ー
・

⑬
現
任
は
福
岡
県
朝
倉
に
戻
ら
れ
た
小
島

茂
美
さ
ん
に
、
住
職
継
職
記
念
と
し
て
植
樹

し
て
頂
い
た
八
重
桜
が
、
今
年
も
沢
山
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
坊
守
が
七
分
咲
き
の
花

芽
ぎ
摘
み
塩
漬
け
し
、
結
婚
式
な
ど
で
使
わ

れ
る
桜
茶
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
甘
い
香

り
で
す
。
善
巧
寺
に
お
参
り
す
る
と
飲
め
る

か
も
?

◎
十
一
日
の
定
例
法
座
は
、
永
代
経
準
備
の

仏
具
お
み
が
き
を
し
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
は
、
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。


